
令和 ４ 年度 学　年　経　営　案 第 ３学年

項目

学
年
指
導
目
標

・先輩として、後輩の見本となることを意識させる。
・誰もが安心して生活できるように落ち着いた行動を心がけさせる。
・登校時間、チャイム着席など時間に余裕をもつことの大切さを実感させ
る。

・自他を認め合い、互いを尊重することの大切さを伝える。
・特別の教科道徳において、積極的に他者と交流させ、その多様性を認
め、自分の道徳的価値を深めさせる。
・自他共に思いやりをもった言動をとらせる。
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進
路
・
そ
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他

・修学旅行を通して、日本の伝統文化について学び、集団行動を通して良
き思い出をつくる。
・国際理解学習を通して、国際社会への興味関心を高める。
・自らの進路について考え、上級学校の先生の話を聞いたり、実際に上級
学校への見学を通して、自分の進みたい進路を発見し、その実現に向け
て努力させる。

・一つ一つの授業の大切さを意識させる。
・先を見通し、計画的な学習ができるようにさせる。
・自分の学習スタイルの確立を図らせる。
・予習や復習の大切さを実感させ、家庭学習の充実を図らせる。

備考内　　　　　　　　　　　　　　容

道
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・集団生活における課題について、積極的に話し合わせ合意形成や自ら
の意志決定をする力を身に付けさせさせる。
・儀式的行事の意義を理解させる。
・キャリアパスポートを活用し、成果や課題を理解させるとともに、よりよい
自分になろうとする意欲を高めさせる。

生
　
　
活

自分で課題を発見し、解決に向けて行動することの
できる生徒の育成

進路の実現に向けて、決断し、努力することの
できる生徒の育成

支えてくれる方々へ感謝の気持ちをもち、感謝の意を行動で示すこ
と

ができる生徒の育成


